
＜学校教育目標＞ 

＜めざす生徒像＞ 

○ああいさつができる生徒 ○そそうじができる生徒 ○ぶ部活動・習い事を頑張る生徒 

○べ勉強を頑張る生徒  ○し進路を切り拓く努力をする生徒 

心身ともに健全で 未来を築く たくましい力をもつ生徒の育成 
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佐倉平和使節団に参加して
夏季休業中の８月８日（金）～１０日（日）、３年生の２人が佐倉平和

使節団の一員として長崎を訪問しました。２人に平和使節団の活動や長崎
訪問について話を聞きました。 

                     
○佐倉平和使節団への参加を希望した理由を教えてください。 

・実際に原爆が落とされた長崎を訪れて、戦争や核兵器の恐ろしさ、平和の大

切さを自分の目で確かめたいと思ったからです。また、学んだことを周りの

人に伝え、平和の大切さを広めたいと思いました。 

・戦争、原爆についてもっと知り、平和を自分事として考えられるようになり

たいと思ったからです。 

 

○佐倉平和使節団の活動について教えてください。 

・平和式典への参加 ・原爆資料館等の見学 

・フィールドワークや意見交換会（青少年ピースフォーラム） 

・被爆体験講和   ・爆心地公園で折り紙の奉納・献花 

 

○佐倉平和使節団に参加して一番印象に残ったことを教えてください。 

・被爆者の方のお話を直接聞くことができたことです。教科書や動画で知った

つもりでも、実際に体験された方の言葉は重みがあり、悲しくなりました。 

・今は普通の街並みに見える長崎が、８０年前は焼け野原だったということで

す。実際に訪れてみて、改めて衝撃を受けました。 

 

○今後、自分で活動していきたいことについて教えてください。 

・平和は当たり前ではないということを強く感じました。だからこそ、普段の

生活の中で違いを受け入れ、対話を大切にする姿勢を持ち続けたいと思いま

す。争いを生まない関係づくりを意識していきます。 

・自分が見たこと、感じたことを身近な人に伝えていきたいです。長崎で体験

したことを自分の中で風化させないようにします。 

 

○今回の参加を受けて、佐倉東中の生徒に伝えたいことをお願いします。 

・自分には関係ないと思っていた戦争や原爆が、実は今の私たちにも深く関わ

っています。小さなことでも違いを認め合う、対話を大事にするなどの積み

重ねを平和につなげていきましょう。 

・平和は自分たちで作っていくものです。学校という小さな社会も、国際社会

も、自分たちが中心だと思って行動していきましょう。 



 

学校への電話連絡時間のお願い 
土、日、祝日及び夜間（午後６時から午前７時３０分）の緊急時については、 

下記までご連絡ください。 

佐倉市役所（０４３－４８４－１１１１） 

９月２５日（木）に令和７年度生徒会役員選挙が行われました。会長をはじめとする７
名の新役員が誕生しました。 
９月３０日（火）前期終業式後、生徒会役員認証式、引継ぎ式が行われ、新役員には佐

藤校長先生から任命書が手渡されました。いよいよ新しい生徒会がスタートします。新役
員の皆さんにはこれからの東中を引っ張って行ってもらいたいです。そして、学校全体で

新しい生徒会をバックアップしていきたいですね。 
なお、旧生徒会役員の皆さんには、校長先生から感謝状が贈られました。様々な場面で、

東中のために献身的に活動してくださった旧役員の皆さん、１年間ありがとうございまし
た。立場は変わっても、これからも佐倉東中をよろしくお願いします。 

 


